
は殆ど認められない。唯周辺の動 きの波及を受けるだけ

である。

VII.結 語

私は気胸肺の呼吸蓮動を肋腔内空気量を変数とする函

数で表わすことを試みた。そのために呼吸運動を生理学げ

解剖学及び力学的に考えてこ=、三の仮定をおいた。

その仮定は先進学者の観察或は笑験の結果等から考え

ても妥当な様に思50

その函数を微分注で処理 してみると、肋腔内空気量の

増加 と共に肺の呼吸運動が増加すると云5結 果が導き出

された◎

気胸患者について私が レ線透視により観察 した とこ

ろ、上述の結論の一部は笑証された。その他については

観察の方法を考えて実施 したい。

結局、理論的な考察、並びに臨床的な観察から私は次

の如 く結論 して批判を伽ぎたいと思 う。即ち

「終圧が陰圧程度の気胸では肋腔内室気量が多い程、肺

の呼吸逮動は大きい。」

と。 幽

追 記

(1)気 胸媛 も呼吸量は不変であるとして論 じて来た

が私は気胸後は増加するのだろ5と 考えている。だとす

れぽ呼吸運動は更に増すことになる◎何れに じてもこの

点はもう少 し研究を進めてみたいと考えている。

(2)本 論文では単に運動に於ける移動踵離の大小を

以て運動の大小を論 じて来た。私等が運動を云々するの

は結局運動 と疾患の治癒とに関係があると考えているか

らであり、運動のどの属性が疾患の治癒に最 も影響があ

るかと云 う点は難 しいことではあるが解決されねばなら

ないと思 うo

生 活物質の営む種々の生命現象までも広 く包含する様

な運動の概念ほ暫 く措き、力学的な運動について考えた

場合、私は加速度なる属性が疾患の治癒に最も大きい影

響を及ぼすのではないかと考えている◎

もつともつと、この点は考えつ 黛けねばならないと考

えている。
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1結 論

結核化学療法等の動物実験の一判定指針として臓器中

の結核菌数を比較する事は、(1)岡教授,柳 沢等 及び ②

Feld腿an&Hi=曲awが 取 り上げている。

其の後㈹岩崎、小川はScreepiugtostと して廿 日鼠

を使用する場合にも、臓器中の菌数の比較が役だつ事を

証明 し、④柳沢、梅沢等 も天竺鼠に於ける邦製 ストレプ

トマイシンの治療実験に於て、菌数を比較 している◎我

々は今 まで種々の化学療法等を動物で検定 して来たが・

其の際.臨 床的、病理学的の検査と共に必ず之に臓器中

ま

の結核菌の定量培養を並用して来たので、既処に其の成

績を発表すると共に、其の意昧に就 い て検 討してみた

い0

2方 法

天竺鼠は3509前 後 のものを、又廿 日娯は159前 後

のものを使用 した◎前者は皮下接種により後者は静脈注

射により人型結核菌を感染した。薬物は感染前、感染直

後、或いは感染後一定期聞の経過の後に皮下注射により

或いは飼料に混人する事により投与 した。一定期間の投

与の後、型の如 く屠殺剖検 し、肉膿的、組織学的に病変
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を見ると共に臓器、感染局所、所属淋巴腺(膝 壁 淋 巴

腺)等 を無菌的に取 り出 し㈹小川の方法により定量培養

、を実施 したo培 地は1稀 釈につき4本 宛使用 し、4週 目

に発育 した聚落を数え、之を平均 して、一定量の臓器中

の菌数に換算 した◎

3実 験 成 績

(1)臓 器の菌数 と病変

実験其の一㌦ 笑験的結棲症の廿 日鼠に於けるストレプ

トマイシンの投・与(a)◎

陸FTP株 で1cc中1mgの 菌 を含む様に浮溝液を

作 り、其の0・ ユcc即 ちO・1m9を 尾 静脈より接種する

事により感染 した◇動物は三つの群に分け、1群 にはス

第一表

トヒプ トマイシン(以 ドス トと略す)を1日1回1m9を

O・1ecの 蒸溜水に含む様にして囎部の筋肉中に注射 し、

2群 は1日1mg宛2回 注射、残の群を対照と した。投

与1週 、3週 、6週 の3回 に亘つて薄照、1群 は5匹

宛・2群 は4匹 宛屠殺 し脾肝・肺・腎につき病変 を見る

ζ寒に、其の一部を培養 した。培養に使用 した臓器の量

は脾25mg～200mg,肝50mg～350mg,肺50mg～150

mg,腎50mg～200mgで あって、1週 は何れ も1伊 倍

に、3週 では対照は1伊 倍にス ト投与群は10e倍 に》

6週 では対照は104倍 にxト 投与群は102倍 に夫々稀

釈 して0・1cc宛 を培養 し・103倍 の培養即ち臓器0・1mg

中の菌数として表わした。

剖検時の体重は第一表で見る様に・増減には一定の傾

実験的結核症の廿日鼠にストレプ トマイシンを投与 した成績(体重)

薬 物 投 与 期 間 対 照 1群 2群

1
●

週1 ・3・4(2・～9・5)} 13.3(18～8.5)
窪

15・2(24・2・ γ102)

皿 週1 ・5・9(22-・ ・)1 15・7(18.5～10.5) 15.1(16.3～14)

辱

u週 17。9(22～15。3) ・9・3(2・ ・5～ ・7・5)1 16.5(23ノ)13)

註1)体 重 は9で 表 わ し()く の 中 は最 も重 い の もの と最 も軽 い もの を示 し,外 は平 均 値 を示 ナ 。

2)1群 は ス5uプ トマイ シ ン を1日 量 と して1mg×1,2群 はlmg×2を 投 与 しナこもの で あ る。

第二表 実験的結核症の廿日鼠に於けるス トレプトマイシンの投与成績(病 変 と菌数)

投

与
期

間

臓

鑑
種
類

対 照
ら 置

1群(1血gx1) 2群(hng×2)聚 落 の 堵 率

聚落数 病 変 聚落数 病 変

1

聚落数 病 変 対照 群 癖

1週

[副6641+++++16・i+++++138{+++≠+い ・1・}・/2

制 刺+++++[3gi+++++12・1+++++い ・ 卜 ・1・/2一

剥 ・・4ト ±士士±{・ ・i-一 一一一}51… 一一:1・ ・ い{・/2

腎 い2列i司 い1い ・レ1・/3

皿週

F囲
・29脚 冊副38ト ±±土12・ ト ±±± い いIV2

肝 い65幽 冊馴2・ ±±±土± い 士±土判8い{・/・ ・

剛 ・4・}+++++1・51-一 …13ト … い ・ いi・/5一

剛27{12!i4!1・31・;2

w週

酬44陣 柵 い4ト ー一一一1岳3ト ー-1・ ・ ユ}ユ

劇85脚 冊+い ト 士士±段61± ±キ土 い71・ い/・・

肺26・ 脚 桝+レ5 +++++P51-一++i國 ・1・/・・

剛5}}α2 い1・1　 251・ い 『

註1)聚 落 数 は 臓 器O・1mg中 の もの を示 すo
焦

一__22-一 一

ノ
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2)病 変 は

± … ・

脾1
十 … ・

辞 … ・

帯 ・…
{冊 一

重 量100mgま で
〃101～200mgま で

〃201～300mg漢 で

〃301～400m9ま で
〃401mg以 上

……組織標本で小さい結筋が僅かに散在

肝繍……組織標本で小さい結節が精ζ多いが、大きい結節は僅かに散在♂……組織標本で大き・い精節が中等度拡大で一視野中2、3ケ 。
……組織標本で大きい結節が中等度拡大で同一視野中数ケ。

鉾{毒妻iii選窯糞難饗嚢奪簗霧萎箋ζ茎弩墾"/
3)比 率は1群 を1と し六時の数を示す。

第三表 実験的結核症の廿日鼠にス トレプトマイシンを投与しナこ成績(脾 の全体 としての菌数)

投
与

期
間

対 照 1 群 ε 群

隆麟 脾の糊 隆麟 脾の騰 惚轟 の騰

菌 数 の 比 率

附 照
1群 2群

・ 週18・153・2・ ・18・1 5368・174} 28叫 ・・ ・ い/2・

皿 週 い ・・1387…1・9・i 722・・lg・i ・89・・II5 1

聰;26・}・ ・蜘 い3・1

1/4

磁・・i6・i 258・125 ・li/2

註:1)1群 は ス トセ プ トマイ シ ンを1日 量 と してimg×1を2群 は1mgX2を 投 与 し7こもの で あ る◎

12)菌 数 の比 率 は1群 の もの を1と しナこ時 の 比 を示 す
。

向は見られない。大体に於て各群の間には著明な差はな

いと見てよい。病変は第二表で見 る様に1週 では対照 と

ス ト投与群では多少の差はあるに して も極 く軽度であ

b.肝 に於ては殆んど差を認めない。且つ文1群 と2群 に

於ては全然差が無い◎ しか し之を菌数で見ると其の間に

著明な差がある。次に3週 に於ては対照とス ト投与群 と

の間には、著明な病変の差が表われて来たが、之に一致

して萬数に於ても著明な差が見られる。3ζ病変は1群 と

2群 とでは1週 同様差は無いが・菌数には、はつきりし

た差が見られるQ次 に6週 に於ては病変は3週 に比 して

もつと著明な差があ り、之に一致 して、菌数に於ても著

明な差があり殊に肺、肝に於て其の差は最 も大きくなつ

ている。3ζ1群 と2群 とでは肺に於て多少の病変の差が

見られる程度であるが、菌数に於ては肺隻肝に於て著明な

差がある。 しか し脾に於ては差が無い。爾脾の重量は第
ノ

三表で見る様に感染後の経過に随つて、文ス ト投与の量

や期聞によr)て も著明に変化 して来るので、之を脾全重

量としての菌数として表わ した方が 合 理 的だと思われ

る。それで脾の全重量として表わしたのが第三表であつ

て、之を単位重量申のものと比較すると既の方が合理的

である事がわかる。この実験では脾肝でぽ1、3、6週

と経過するに連れて菌数は減少して来る傾向にあるが、

スト投与は減少に拍車をかけている。又肺は増菌の傾向

を示 しているが、ス ト投与は増菌を阻止 している。以上

の様に臓器中の菌数は対照 との間に病変の差の表われる

前に差として表われ、又投与量の異つた1群 、2群 の聞

では病変は差として表われなかつたが菌数ははつきり差

として表われている◎又腎は我々の経験からすると動物

差の大きいものであ り、之を判定の一つとする事は誤 り

を招 く事があると思われるが、それにしても投与群との

間には、はつきりした差が表われている◎

実験其のこ、実験的結核症の天竺鼠に於けるストレプ

トマイシンの投与◎

中台株で10c中0・2mg含 む様に菌浮游液を作 り其

の0・5ec即 ち菌量としてO・1mgを 皮下に接種 して感染

後3週 及びδ週に10mgの ス トを1¢oの 蒸溜水に含む

様に して之を毎 日2回 宛注射 して、感染3週 より投与 し

たものは1日 ～42日 の種々の期問投与 して屠殺 し、又5

週 よりのものは6週 聞投与 し莫の後の4週 聞は其の儘放

置 したものと10週 問投与 したものとの2つ の群を同時

に剖検、脾、肝、感染局所、所属淋巴腺(膝 壁淋巴腺)の

各 々につき病変を見ると共に一部を培養 した◇臓器使用

一23
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第四表 実験的結核症の天竺鼠にストレア トマイシンを投与 しアこ成績(体重)

投期

与問

迄

の

投
与
期

間

感 染 前 投 与 前
9

投与終了時(剖 検時)

対 照 投 与 。醐

ト

対 刷 投 与 群 対 照 投 与 群

皿 週

鯛

ユ 日1255i26713・21325
勝3・21鉋 ・

3日{29・ 「23513・813・ ・13・ ・13・3

6日{26212921298}3・813…13・5

羽 日i273128-33・132・}認 ・ 「32・

42日t2681i3・ ・iI47815・ ・

v週
6剥34gl蹴1、7・}422彊715・5
_1

・・ 剥383132・13954『 「5・21484
}… {… ㎜ 一,_　 _

駐:1)体 重は9で 表わ し、平均値を示す。

2)数 宇の欠除している所は測定をしなかつブこ事を示す。

量は脾S4～600m9'肝105～1300mg'淋 巴腺は23～250

mg、 局 所は潰瘍或ひは癩痕の部分を丸 く切 り抜いて鋏

でよく切つて揺 りつぶ して培養 したが使胴量は13ん221

m9で あ る。、稀釈は感染3週 よりのものは脾では投与6

周迄1ま102倍 、12」H{ま10置、102倍 、42日`まios倍 、

又肝と感染局所は期間のいかんを問わず10i倍 を、淋

巴腺は12日 迄は10:i倍 、其の後は10i倍 に稀釈培養

した◎感染5週 後に6週 聞投与 したものは、脾では対照

は10i》1伊 倍をi其 の他は全部10i倍 で、又10週 間

投与のものも全部10i倍 に稀釈 して培養 した◎そ して之

を臓器10mg中 の菌数として表わ した。体重は第四表

で見 る様に感染前とス ト投与前とでは、対照と投与群と

の聞には差が無い。3ζ感染3週 より投与 したものは、投

与の期間の何れを問わず対照と投与群との間には差は無

い。又感染5週 より投与 したものでも、対照 と投与群と

の聞には殆んど差が無い◎次に病変は第五表で見る様に

感染3週 よQ投 与のものは投与6日 の程度では対照と投

与群との聞に感染局所潰瘍が投与群に於て治癒傾向の見

られる以外は殆んど差が無い。 しか し・之を菌数で見る

と既に投与3Hに 於て肝、局所、淋巴腺に於て差が認め

られる。文脾では菌数は著明の開きは無い。-6日 では何

れの臓器に於ても差が認められ殊に脾 に於 て著明であ

る◎尚局所は聚落が多いので正確な比較は出来ないが投

与群に於ては明かに減少を示 している。又投与12日 、

42Hで は対照 と投与群との病変の差は多少増 しているが

i著明と云 う程では無い。 しか し菌数の差は著明である。

爾脾の重量の対照は腫脹の傾向にあるが、ス ト投与群は

腫脹の程度は軽度である◎随つて脾全体の菌数として表
へ

わす時は、単位重量の菌数として表わす場合に比 して、

差は著明になつて来る。

又感染5週 後の投与に於ては対照と投与群との聞の病

変の差は著明である。菌数 も之に一致 して著明な差があ

りスト投与群に於ては、菌の証明出来ないものが大部分

である。之を綜合して見ると、大体に於て病変は投与の

短い期間に於ては著明な差は見られない。感染よりの経

過の長いもの殊に之等に長期間投与 したものに於て病変

の差が初めて表われる。 しか し臓器中の菌数は病変の差

の見られない時期でも既に差が表われ、前実験同様、菌

増殖の傾向のある場合には其の増菌を阻止 し、減少の傾

向のものは、其の傾向に拍車をかけている。

(2)種 々の仁学療法薬の臓器中の定量培養より見た

検定成積 ・

笑験其の一、廿 日鼠の実験的結核症に於けるス トレプ

トマイシンの投与。(b)

陸FTP2株 の0・1mg静 脈接種によつて感染 し、之

を3つ の群に分けた。1群 はス トを感染4周 前より2mg

宛1日2回 注射 した もの、2群 は感染翌 日より同様に し

・て投与 したもので・残 りを対照とした。動物の使用数は

投与1日 より6日 迄は各群共3匹 宛、9目 、14白 、21日

は各5匹 宛である。感染後!投 与21日 の間に5回 剖検

した◎培養に使用 した臓器の量は肝は123mg～630mg

であ り、肺は40～215mgで あつた。之等を103倍s

104倍 に稀釈して培養 しO・.1mg申 の菌数 として表わし

た。 嬉

一一_24-_
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第五表の二、菌数の比率

投
与
期
間

脾 肝

対 劇 投 与 対 則 投 与

局 所

対 照 擁 与

淋 巴 腺

対 劇 投 与一
3日1・i・iL5い1 3 1

6日1・21・ い51・ 「下12・5 1

・2日12・4 ・ い 1 5い15・ 1

42目168・ い い ・1・ 1
註:投 与の揚合を1と しアこ場合の菌数の比を示す。

ユ伊 倍に稀釈 して培養 しO・1mg申 の菌数として表わ した。

第六表 実験的結核症の廿日鼠にス.トレプ トマイシンを投与 しナこ成績(体重)

体 重 動 物 使 用 数

対 劇 ・ 剥2群 「寿「可 アー司rr冨

感 染 訓 ・6・61・5・4i・7・6 1

投

与

期

間

・ 日li4,.・ ・li・ ・61i・ ・313}313

2国 ・5・6い7・61・4・613レ3 3

5日122・ ・t・7・8 2・・513 3 3

9日 17。7 16。4 ・6・2i5 5 5

・4日1・3・6 ・6・2い7・415 5 5

2・日 い&51・7・2い9・61515 5

註:1)体 重 は9を 示し、平均値を衷わす。

第七表 実験的結核症の廿日鼠にス トレプ トマイシンを投与しナこ成績

日5

ー

ー

群

ー

ー

数

2

齪
αβ

謝

砺

…

ー

ー

1

群

落

脇

α9

鵬
M

1

し
,

ヒ

ー

ー

ー

1

聚

照暫

割

玲

踊

鋤

'

ー

f
;

臓
器
の
種
類

肝

肺

肝

肺

ー
…
寒…

孝

}

よ
f
…

～…

…

…

日

日

投

与
日

数

1

2

、

副45・515・ ・ いL・li

聚 落 の 比 率

対 照 1群

4』 ・/21

21・1

2・4}・ ノ31

・/21・ ノ5i

41・/21

2群

-

「
-

一
1

[
-

一
-

肺3・ ・i・ ・3}・ ・31・ ・ 4 1

9日 副2・ ・13・3}7・9U27/・/21・

肺}・L9い8い812・!7・

一_26一
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隔

14日

21日

肝 381.5 2。1 欲蝋 … ・/2{ 1

肺 62。3 2.9 ・・31 48 1/2 1

肝 レ533.81 3.6 3・2/・66 1 1

肺 120.2 1。7 1。9 60 1 1

註:1)

2)

3)

聚 落 数 は臓 器O・1mg中 の もの を示 す◎

聚落 の 比 率 は2群 を1と しナこ場 合 の 比 を示 す◎

1群 は 感 染4日 前 よ リス ト レプ トマイ シ ンを2mgx2

の を感 染 翌 日 よ り投 与 しナこ。

体軍は第六表で見 る様に之等の群の聞には一定 した増

減の傾向は認められない。文菌数は第七表の様であつてげ

肝も肺 も対照を見ると増菌の傾向にあるが既に投与1日

に於て投与群との間に差があり投与 日数の増加と共に菌

数の開きは著明になつている。叉1群 と2群 を比較して

を1日 量 と して 投 与 、2群 は 同量 の も

見ると大体に於て14周 迄は差があり感染4H前 より投

与 した1群 の方が少い。

笑験其のこ、廿日鼠の実験的結核症に於 け るプ ロミ

ン、ダイアゾン、プロミゾール、ローザフエ絢フエの申

性脂肪の経 口投与成績。

第八表 実験的結核症の廿肩 鼠に種 々の薬物を投与 した成績

胤

投
与
期
間

皿週

、1週

P

酷
恥

量の与投物薬

量全

9
}

9

の

日次18
1

ー灘
最
2

m螂91㎞剖
加ー7舗i

魔興91
緬10

瑠
緬

ー

肺

率比

磁潮
司
翫ー

,

㎎6

f
1

…
翅/3

卜
螂

3

1
1

ー
緋

1

…
猫
ー
1

1
97

1
1

f
㎜謝

ー
92

ー珈ー鵬ー
照対

纂
/t/～/1

1

…
魏
…
1

～
魏
…
1

1
枷1314

旨

肝

率比
ー
…ー

ー纂
ー

P
諮 蛸ー
65

函
鋤9ー編91加

P
1

ー捌…
/5

レ
94

1
1

-
ooO7蜘

-
螂脚

ー

脾

数落聚

率
比
ー

数総
回
㎎μ

"

鋼

、1

m
ー瑠ー

102

皿

3L

l
拗閥1蜘

ー
謝ー螂司

ゾア朗

L

l
伽枷1

ー
謝
ー
枷
i鵬…醜び力

幻
1
86

-
/2

μ
51

f
%ー

㎝蜘

i
35

f卿ー
溶20

日

量
のn
重
Q

謝
ー瑚ー照対

L

ー
脚麟1

ー
㎜
1励ー悌判

覧ミロブ

.

体

重
②

fー

㈱
1
か脚

髪

類種の物薬

、
ミロブ

ダ イ ア 呵 ・6・SI3・・1641・92…{・/21・ ・2川246・/2

プ ・ ミ
.・x一ル1・ 叫 ・2・}32・;3852・ ・}・{275i3j34813/5

;;ザ フ「 ・刺26・i455i・ ・83…1314ユgl41S6・lll・ ・7

註 ε1)比 率は対照を1と しアこ時の比 を示す。

2)体 重は平均値を示す◎

陸FTP株 、O・1mgを 静脈接種により感染させ感染

翌 日より、上述の薬を大豆油に混和 し、之を小麦をあら

く砕いた餌料に5%に まぜて喰わせた。対照は5%の 大

豆油のまじつたもののみを喰わ した。そ して3週 、6週

と投与 して剖検 し型の様に脾、肝、肺の病変を検査する

と共に、この一部を培養 した。脾は50～300mg、 肝は

50～550mgts肺 は30～150mgを 使用 し、104倍 に稀釈

して培養をやつた。そして各臓器中のO・lmg申 の菌数

を示すと共に、脾は全重量のものを出 した。使用動物は

4匹 乃至8匹 である◎薬の摂取量は表に 示 す 様である

が、之は各群の動物に一定量の飼料をやり翌 日たべ残 し

たものを調べ、新 しく一定量の飼料をやると云 う事を繰

り返し各群の一匹の廿日鼠の薬物摂取量を計算 したもの

である。成績は第八表の様である。邸ち3週 投与では、

肝がプロミン、ダイアゾソ、ローザフエーフエの中性脂

肪 の ものが多少減少Lて いる。文肺では、ダイアゾソ

～27-一_
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が多少減少している。6週 投与に於ては脾がプロミソ、

ダイアゾン投与群に於て減少し、肝ではプロミン、肺で

はプロミン、ダイアゾン、プロミゾ戸ル が 減少 してい

るoそ して3つ の臓器の総てが減少しているのはプロミ

ンだけである。しかし対照 との間の差は著明では無い。

街当実験に於ては3週 投与のプロミゾール、ロPtザ フエ

書フzの 中性脂肪、6週 投与のプロミゾール、ロ"ザ フ

エーブエの各群の平均体重が減少している。之は飼料を

たぺなかつたが為と思われる。随つて判定は更に正 しい

実験の上でなさるべきものと思われる。

実験其の三、実験的結核症の天竺鼠にウスこツク酸・

プロミン、 ネォプロミン、ローザフエ縛フエの中性脂肪

の投与成績。

陸FTP株 、0・01mgを 皮 下に接種 して感染 し、感染

第九表 実験的結核症の天竺鼠に種 々の薬物を投与しぬ成績

薬 物 の 種 類 薬 物 の
投 与 量

体 重(9) 脾 の 検 査 成 績 動
物'
の

使
用
数

初

r

終
重 量i聚 落 数
(mg)a・ 凪9中陣 剃 比 率

対 照}/■25・ い86い25h512・8・ ・ いi8

ウ ス ⇒ ク酬4mgx・ 26・13・81・ ・5・18・5} 8・88314 9
■'

.プ ロ ミ ン

霜 プ 隣 ミ ン

・・mgx・129・13881・3・4t7・ ・1 137900 轟
◎

c
8

・・mgx2127713641・275 8・9{・ ・96・・}5 7

・・皿gx・1282い581・ …i7・41 357・・1・ ・6い ・

10n}g×2 29714・4192・13・ ・ い ・・97・12 6

・一ザ フエーフ判 ・5mg× ・}2681397ig58巨 ・i 67566 3 6

註:1)体 重は平均値を示す。

2)比 率は対照を1と しナこ時の比を示す。

2週 後に注射により上述の薬物を投与し10週 間投与の

後、剖検 し病変を見ると共に脾を培養した。臓器使用量

は1eOmg～550mgで あつて103倍 、104倍 の二段階の

稀釈を植えた。

成績は第九表で見る様に、何れの薬物投与群に於ても

菌数は対照に比 してましている。

4総 括及び考察

化学療法剤検定の従来迄やられ て いる方法は生存期

商し体重の変化、肉眼的組織学的の変化 等 が 主であつ

て、臓器申の結核菌は単に塗抹により、或いは培養にし

て も定性的に一つのつけた しとして笑施 されている実験

が多 く、我々の様に定量的に比較 して見ているのは少い

様である。我 々は前述の様に種々の化学療法薬を実験的

結核症の廿 日鼠、天竺鼠に投与 して、臓器中の菌の消長

を見だ◎其の結果ス ト投与の実験に於ては、投与後間も

なく病変としての差の表われない時期に菌数に於ては既

に著明な差が表われている。叉投与量の差に於ては病変

としての差の表われない様な場合でも菌数の比較ではは

つきりした差 として表はれている。如ち菌数を一指針と

して見てゆく場合は投与早期に於て差が発見出来、しか

も僅かの差でも発見出来ると云 う事が出来る。そ してス

ト投与に於ては増菌の傾向にある場合は増菌を阻止し、

又減少の傾向のあるものは其の減少に拍車 を か けてい

る。そして対照との間の差を著明にしている。 しか も既

の様な傾向は動物体内の臓器だけでなく淋巴腺、菌接種

局所に於て も認める事が出来る。恐らく体内の菌の存ナ

る所は大体此の様な傾向になるのではなかろうか?之

に反 しス ト以外の薬物に於てはプロミンが廿日鼠の実験

に於て臓器の総てに於て減少を示 している の み であつ

て、しか も其の差はス トの場合に比 して著明でなく、うζ

天竺鼠の実験に於ては菌の減少は見られなかつた。其の

他の薬物に於ては臓器の1つ 或いは2つ に於てのみ菌の

減少を見 るのみであつて・しか も差は著明でないeス ト

の様に著明な敷果のあるものは笑験動物の如何にかかわ

らず、又実験手技が多少の差があるにしても、総ての臓

器に於て著明な減少をましている。随つてプロミンは敷

果があるとして も著明では無いと云 う事が出来る◎尚脾

は其の腫脹の影響 される事が著 しく単位重量中の菌数 と

して表わすよりも、脾全体としての菌数 として表わした

___28-_



方が合理的である。

5結 論

我々は実験的結核症の廿 日鼠、天竺鼠等に、ス トレプ

トマイシソ、プロミン、ネオプロミソ、ダイアゾン、プ

ロミゾール、ローザフエーフエの中性脂肪、ウスニツク

酸等を注射により或いは経ロ投与により、種々の期聞投

与して剖検し、臓器、淋巴腺、菌接種局所申の結核菌数

を定量培養により検査 し、次の様な結果を得た。

(1)ス ト投与に於ては臓器中の菌数は病変の差の表

われる前に既に短期間の投与に於ても差が表われる。3ζ

病変では差として表われない様な場合でも菌数に於ては

差として表われる。

(2)ス ト投与では臓器中の結核菌数の増加の傾向あ

る場合には増菌を阻止し、更に減少せしめるし、臓器中

の菌の減少の傾向にある時期では菌減少の傾向に拍車を

かける。

そして対照との聞の差を著明にする。筒臓器だけでは

なく所属淋巴腺や菌接種局所に於ても同様な事 を証明 し

た◎

(3)ス トレプ トマイシソ以外の薬物に於てはプロミ

'〆

ンの廿周鼠、6週 投与に於てのみ総ての臓器で菌の減少

を見たがス トの場合に比 して差は僅かである。又天竺鼠

の実験では返つて菌の増加をみた。文其の他の薬物に於

ては臓器の1つ 或いは2つ に於て菌の減少を見たものも

あるが対照との差は僅かである。

(余等の研究に用いたス トレプ トマイシソは一部G・

H・Q・ サムろ準将 より恵与されたものであ り、一部 は

厚生省より配給を受けたものである。叉プロミン、ネオ

プロミソ、ダイ アゾン、プロミゾールウスニツク酸、

ローザフエーフエの中性脂肪は東大医学部薬学科の石

館教授及び同柴田助教授より恵与されたものである。

又薬理研究会より研究費の補助を受けた。誌上を借 り

て感謝する次第である。(25・5・2)
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酵 素 系 に お よ ぼ す 影 響
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〔本論文の要旨は第25回 日本結核病学会総会におい

て発表せ り。〕

第1章 緒 言

Leh鵬anは 、B鍵phei逝 によつて報告せ られた病原性

結核菌の呼吸が、安息香酸及びサ リチル酸を添加するこ

とによつて、著しく増加する事実に注目して(D、主 とし

て安息香酸及びサ リチル酸の誘導体50数 種について、結

核菌の発育抑制作用を検 し、パラアミノサ リチル酸(PAS

と略記す)が 、最も強い阻止作用をあらわすことを報告

した。(の

その後PASの 結核菌発育阻止作用に関する記験管内

実験はL・eh磁蝕,(2)Y◎u搬 鋤s(3)等及 びEdstlake(4)等

に よつて行われ、主として人型又は牛型結核菌が著明な


